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１．はじめに 

 現在、地方部においては自動車交通に依存しているところが多いものの、道路網が都市部と比べ脆弱であ

るため、生活利便性が平常時においても低く、災害などにより交通途絶が発生した場合には、日常生活活動

にかなりの影響を及ぼす。そこで、災害時においても日常生活活動を支えるために、活動の拠点となる場所

へのアクセスのしやすさを確保することは非常に重要である。従来、アクセス性に関する研究は空港へのア

クセス例えば１）、医療施設へのアクセス例えば２）を対象としている研究などが行われている。しかし、道路整備

は単一の目的で行われることは非常に少ない。 

 そこで本研究では、災害時においても「活動拠点へのアクセス性を確保する（活動の機会を確保する）こ

と」は「リダンダンシーが向上している」という考えから、活動ごとに活動拠点を定め、そこから道路整備

前後における時間圏の人口カバー率の変化をみている。 

 

２．研究の方法 

 現在計画（一部供用）されている中部縦貫自動車道（福井県福井市から大野市、岐阜県高山市を抜け長野

県松本市にいたる。以下、中縦とする）建設を取り上げ、福井県の福井坂井地域、奥越地域を対象に（図-1）、

災害による交通途絶が発生した場合の活動拠点から、ある時間圏の人口カバー率を中縦建設前後で比較する

ことでアクセス性の検討を行う。なお、所要時間の算出には交通量配分シミュレーションを用いている。こ

こでは、紙面の都合上以下のケースについて結果を報告する。 

１）活動ごとの拠点 

 主要な日常生活活動拠点として、

福井、勝山、大野市役所。救急医療

活動拠点として、国立福井医科大学

附属病院、福井県立済生会病院、社

会保険勝山病院を取り上げる。 

２）交通途絶箇所 

 災害時における交通途絶箇所につ

いては、過去の災害履歴、交通量な

どを調査し、交通途絶が発生しやす

い、また、途絶が発生した場合にか

なりの影響を及ぼすと考えられる箇

所について設定している。ここでは、

福井市と勝山市の間の一般道が途絶

した場合について報告する。 
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図－１ 対象地域 



 

 

３）時間圏 

 平成 11年 7月～8月に行われた福井県民を対象としたアンケート調査３）によると、日常生活活動や救急医

療活動を行うにあたり、その拠点までの許容できる所要時間は 8割以上の人々が概ね 30分以内と回答してい

ることから、時間圏を 30分圏として分析を行っている。 

 

３．活動拠点へのアクセス性 

 災害時における中縦建設前後の日常生活活動拠点から 30 分圏の変化を図-2、人口カバー率の変化を図-3

に示す。これをみると、建設前には 1箇所以上の拠点へアクセスできる人々は 76%に対し、建設後には 88%

の人々に対して活動拠点へのアクセスの機会が確保されていることがわかる。また、建設前には 3つの拠点

へアクセスできる人々がいなかったのに対し、建設後には 12%の人々がアクセスできるようになることがわ

かる。次に、救急医療活動拠点から 30分圏の変化を図-4、人口カバー率の変化を図-5に示す。これをみると、

活動拠点へ 30分でアクセスできない地域は建設前後において変わらないものの、30分以内に 2箇所以上の

拠点へアクセスできる人口は建設前の 42%から建設後の 62%とかなり増加していることがわかる。 

 このように、中縦の建設により災害時の交通途絶に対するリダンダンシー効果がかなり向上していること

がわかる。 

 

４．まとめ 

 本研究では、道路建設による災害時のリダンダンシー向上効果について、日常生活活動ごとに拠点へのア

クセス性を分析することにより検討を行った。その結果、複数の活動拠点へのアクセス性が大きく向上して

いることから、リダンダンシーがかなり向上していることがわかった。今後の課題としては、各活動におけ

る結果を総合的にみること、公共交通をいかに取り込むかが挙げられる。 
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            建設前                            建設後 

図－２ 日常生活活動拠点から 30 分圏の変化  図－３ 日常生活活動における人口カバー率の変化 

 

 
            建設前                            建設後 

図－４ 救急医療活動拠点から 30 分圏の変化  図－５ 救急医療活動における人口カバー率の変化 
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